
字形の特徴

日本語指導を必要とする子どもへの書字指導をしていると，発達
障害のある子どもと共通する点がいくつかあります。例えば，以下
のような事項です（図1）。

1 ） 「とめ」「はね」「はらい」がうまく書けない。
2 ） 線が長すぎる，短すぎる。
3 ） 曲線が書けず，角ばった文字になる。
4 ） 斜めの線がうまく書けない。

斜めますの利点

ますの中に十字線があるのではなく，斜めの線が示されています。このますの中に文字を書きます
（図4）。
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平仮名，片仮名，漢字には，斜めの線が含まれている文字が多い
です（図2）。画数の多い漢字は意外と習得しやすく書けるようにな
ります。逆に平仮名がなかなか覚えられません。例えば，画数が少
ない「つ」「い」などです。シンプルな文字ほど，字形を整えて書く
ことの難しさが散見されます。

日本語指導を必要とする子どもに対して，既存の学習ノート等で
幾度も指導しても，字体が改善され，字形が整うといった効果が十
分に得られない場合，斜めますを活用した書字指導法が有効です
（図3）。子どもたちと実際に使って指導していくと，子どもによっ
て習得の差はありますが，字体が改善されていきます。

・始筆，終筆の位置を対角線上におくことで，字形のイメージがつきやすくなる。
・対角線があることで，縦線と横線の長さの違いが視覚的に捉えやすい。

このように，斜めの線がうまく書けない場合，斜めますを活用することで，斜めの線の位置，長さを
身につけることができます。見本を見るとますの中央に書かれていない文字もありますが，整った文
字を書くためのワークシートであり，ますの中心に文字を収めることが目的ではありません。こうす
ることで，斜線がなくてもますからはみ出さないように，きれいに書くことができるようになります。
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かきかたをおぼえよう！かきかたをおぼえよう！
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